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を
明
治
十
四
年
と
推
定
）
は
興
味
深
い
。
軍
医
監
と
文
部
省
雇
い
を
兼

務
し
て
い
た
橋
本
網
常
の
「
検
閲
使
」
任
命
人
事
に
対
し
て
、
謙
斎
が

苦
情
を
申
し
入
れ
た
の
で
、
松
本
は
強
硬
な
談
判
状
を
送
り
つ
け
た
。

注
目
さ
れ
る
の
は
松
本
の
陸
軍
至
上
主
義
と
綱
常
愛
顧
。
反
面
、
大
学

教
育
優
先
を
い
う
謙
斎
の
姿
勢
。
松
本
は
謙
斎
の
い
う
「
昨
年
御
口
約
」

に
反
発
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
書
状
。

「
蘭
晴
自
伝
』
（
明
治
三
五
年
刊
）
で
松
本
は
、
明
治
十
年
帰
国
直
後

の
綱
常
処
遇
に
反
発
す
る
西
南
戦
争
従
軍
医
師
団
を
叱
責
す
る
際
、
前

年
帰
国
の
謙
斎
の
学
力
と
地
位
に
言
及
。
綱
常
優
位
を
断
じ
、
内
閣
の

謙
斎
重
用
は
誤
り
と
難
詰
し
た
。
側
杖
を
喰
っ
た
の
は
謙
斎
。
以
後
、

右
耆
は
両
者
比
較
論
の
起
因
を
提
供
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

ま
た
、
松
本
順
の
バ
イ
ヤ
ス
眼
を
通
さ
な
い
、
綱
常
と
謙
斎
と
の
交

流
、
か
つ
、
謙
斎
の
面
倒
見
の
良
さ
の
本
性
が
窺
え
る
橋
本
綱
常
書
状

（
明
治
十
年
一
月
五
日
付
、
七
五
頁
）
も
注
目
さ
れ
る
。

史
料
を
読
む
と
は
「
鐘
は
撞
木
の
当
た
り
や
う
」
で
あ
り
、
研
究
者

の
覚
悟
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
よ
っ
て
本
書
自
体
も
引
用
や
傍
証
の
根
拠

た
り
う
る
史
料
集
で
あ
ろ
う
。

（
岩
崎
鐵
志
）

〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
二
○
○
六
年

二
月
、
Ａ
五
版
、
三
二
○
頁
、
本
体
六
八
○
○
円
〕

本
書
は
、
著
者
が
所
蔵
し
て
い
る
絵
葉
耆
約
一
三
○
○
枚
中
、
約
八

○
○
枚
を
テ
ー
マ
別
に
収
載
し
た
著
作
で
、
「
絵
葉
書
で
辿
る
日
本
近

代
医
学
史
」
と
い
う
大
変
魅
力
的
な
テ
ー
マ
が
、
眼
を
引
く
。
言
葉
で

説
明
す
る
よ
り
も
、
視
覚
に
訴
え
る
こ
と
は
、
相
手
に
同
意
を
得
や
す

い
こ
と
で
あ
り
、
事
実
、
色
彩
学
で
は
感
覚
う
ち
八
○
％
以
上
を
視
覚

で
占
め
ら
れ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
程
で
あ
る
。
し
か
も
、
絵
葉
書
と

い
う
異
な
っ
た
理
由
で
製
作
さ
れ
た
媒
体
を
、
近
代
医
学
史
と
い
う
広

域
な
テ
ー
マ
で
ま
と
め
よ
う
と
し
た
著
者
の
苦
労
は
、
大
変
な
も
の
で

あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
も
の
は
、
何
か

ひ
と
つ
欠
け
て
も
成
立
し
な
い
こ
と
は
衆
知
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
苦

渋
は
察
っ
し
て
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。

内
容
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
医
学
の
発
達
、
西
洋
医
学
と
く
に
和

蘭
医
学
の
導
入
と
開
化
、
医
育
機
関
及
び
病
院
の
勃
興
と
推
移
（
１
）

～
（
３
）
、
日
本
赤
十
字
社
と
救
護
活
動
、
薬
と
そ
の
周
辺
・
衛
生
思

想
の
啓
蒙
、
日
本
医
学
会
と
日
本
医
師
会
明
治
の
西
洋
館
・
保
存
さ
れ

て
い
る
顕
微
鏡
、
「
医
」
と
は
の
九
章
に
分
か
れ
、
章
の
前
段
に
解
説

と
絵
葉
書
一
枚
毎
に
く
わ
し
い
説
明
・
分
析
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
絵

葉
書
の
ほ
と
ん
ど
は
一
九
四
○
年
以
前
で
あ
り
、
奥
沢
康
正
先
生
ら
数

名
の
先
生
方
の
史
料
提
供
・
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

す
べ
て
カ
ラ
ー
版
で
、
限
定
二
五
○
部
の
出
版
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ち

寺
畑
喜
朔
編

『
絵
葉
書
で
辿
る
日
本
近
代
医
学
史
」
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な
み
に
紹
介
者
の
所
蔵
し
て
い
る
本
書
の
番
号
は
、
二
一
六
番
で
あ

る
。

紹
介
者
は
、
十
三
年
程
、
歯
学
部
に
お
い
て
、
医
学
史
、
歯
科
医
学

史
の
講
義
を
担
当
し
て
い
る
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
医
史
学
に
対
す
る

興
味
を
失
う
学
生
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

学
生
か
ら
、
昔
の
白
衣
、
手
袋
、
帽
子
、
あ
る
い
は
医
療
器
具
が
ど
う

で
あ
っ
た
か
、
個
人
的
に
質
問
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
こ
の
よ
う

な
時
、
実
際
の
史
料
を
見
る
と
興
味
を
示
す
学
生
が
ま
だ
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
常
に
豊
富
な
史
料
が
手
元
に
あ
る
と
は
限
ら

な
い
。
本
書
で
は
、
「
不
許
複
製
な
ど
と
堅
苦
し
い
こ
と
は
全
く
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に
斯
界
の
た
め
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
著

者
は
望
外
の
喜
び
と
い
た
し
ま
す
。
」
と
は
じ
め
に
こ
と
わ
り
が
き
が

あ
り
、
本
書
の
よ
う
な
豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、

ス
ラ
イ
ド
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
で
学
生
に
提
示
す
れ
ば
、
教
育
効
果
が
あ
が
る
と

確
信
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
史
料
を
提
供
い
た
だ
い
た

著
者
に
、
医
史
学
講
義
の
担
当
者
と
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
る
。

本
書
の
特
徴
と
し
て
、
医
育
機
関
及
び
病
院
の
勃
興
と
推
移
、
日

本
赤
十
字
社
と
救
護
活
動
に
多
く
の
ペ
ー
ジ
数
を
裂
い
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
絵
葉
書
が
記
念
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
以
上
、

そ
の
建
築
物
に
対
す
る
出
版
が
多
く
な
る
の
は
必
然
で
あ
る
が
、
講

義
・
実
習
風
景
あ
る
い
は
診
療
風
景
の
絵
葉
書
ま
で
あ
り
、
個
人
情

報
保
護
法
の
う
る
さ
い
現
代
か
ら
み
る
と
隔
世
の
感
が
あ
る
。
ま
た

各
種
建
築
物
は
、
装
飾
性
の
強
い
建
築
か
ら
、
合
理
的
な
設
計
へ
と

移
り
変
わ
る
様
子
が
う
か
が
え
、
建
築
史
の
史
料
と
し
て
も
、
見
る

本
耆
は
現
在
の
日
本
の
医
療
を
問
い
続
け
て
い
る
鈴
木
厚
氏
が
、
一

世
代
ま
た
は
二
世
代
前
の
四
人
の
日
本
人
医
師
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の

べ
き
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
、
各
医
育
機
関
の
絵
葉

書
は
、
そ
の
卒
業
生
や
関
係
者
に
は
、
大
い
な
る
郷
愁
を
さ
そ
う
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
著
者
は
医
史
学
者
と
し
て
冷
静
な
解
説
を
加
え
て

い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

多
用
な
内
容
を
も
っ
た
本
書
で
あ
る
が
、
最
後
に
は
、
「
医
と
は
」

と
い
う
章
で
、
小
川
鼎
三
先
生
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
「
医
学
は
医
を

学
問
的
に
考
え
た
時
か
お
こ
る
」
と
し
、
緒
形
洪
庵
、
ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ

ー
ル
、
ル
ド
ル
フ
・
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
ら
の
絵
葉
書
を
取
り
挙
げ
、
医
の

倫
理
に
言
及
し
て
し
め
く
く
っ
て
い
る
。
是
非
、
廉
価
な
普
及
版
を
作

っ
て
、
配
布
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
願
う
し
だ
い
で
あ
る
。

本
書
は
、
二
○
○
六
年
の
矢
数
医
史
学
賞
を
受
賞
し
た
。
御
祝
い
を

申
し
上
げ
た
い
。

（
西
巻
明
彦
）

〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五

’
七
五
一
’
一
七
八
一
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
日
、
二
四
五
頁
、

本
体
二
二
○
○
○
円
〕

鈴
木
厚
著

「
世
界
を
感
動
さ
せ
た
日
本
の
医
師
」

記
録

信
念
を
貫
い
た
愛
と
勇
気
の


